
項目

全 処 理 委 託 量

ｔ

事 業 の 種 類 ０６ ：総合工事業

住所　豊橋市神野新田町字コノ割９－１

氏名　神野建設株式会社

代表取締役  坂神 俊治

ｔ

産業廃棄物処理計画
に お け る 計 画 期 間

令和５年４月１日～令和６年３月３１日

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行
う産業廃棄物の量

事 業 場 の 名 称 神野建設株式会社

事 業 場 の 所 在 地 豊橋市神野新田町字コノ割９－１

目標値

産業廃棄物処理計画における目標値

項目

排 出 量

優良認定処理業者へ
の 処 理 委 託 量

3,612 t

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

目標値

3,612 t

電話番号　0532-32-1021

3,612 t
再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

※事務処理欄

自ら中間処理によ
り減量する産業廃
棄 物 の 量

ｔ ｔ

自ら再生利用を行
う産業廃棄物の量

ｔ 249 t

自ら熱回収を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
へ の 処 理 委 託 量

様式第二号の九(第八条の四の六関係)
(第１面)

  廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和５年度の産業廃棄物処理
計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和6年6月12日

豊橋市長　殿

　　  提出者



(日本産業規格　Ａ列４番)



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

5,233
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

0
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 5,233

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

5,233

0
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

0

0 0

5,233 0

項目 実績値

① 排出量 5,233 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

5,233
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況 がれき類

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

（第
２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

51
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況 ガラスくず・陶磁器くず

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量51 0

項目 実績値

① 排出量 51 0 0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

0

0 0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 51

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

51

0

0
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

51
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

0
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（第
２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

117
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況 廃プラスチック類

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量117 0

項目 実績値

① 排出量 117 0 0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

0

0 0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 117

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

117

0

0
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

2

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

117
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

2
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（第
２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

86
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況 金属くず

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量86 0

項目 実績値

① 排出量 86 0 0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

0

0 0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 86

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

86

0

0
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

86
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

0
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（第
２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

180
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況 混合廃棄物(安定型)

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量180 0

項目 実績値

① 排出量 180 0 0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

0

0 0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 180

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

180

0

0
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

180
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

0
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（第
２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

7
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況 建設汚泥

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量7 0

項目 実績値

① 排出量 7 0 0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

0

0 0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 7

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

7

0

0
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

7
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

0
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（第
２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

6
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況 紙くず

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量6 0

項目 実績値

① 排出量 6 0 0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

0

0 0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 6

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

6

0

0
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

6
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

0
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（第
２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

147
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況 木くず

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量147 0

項目 実績値

① 排出量 147 0 0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

0

0 0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 147

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

147

0

0
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

37

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

147
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

37
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（第
２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0.12
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況 繊維くず

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量0.12 0

項目 実績値

① 排出量 0.12 0 0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

0

0 0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 0.12

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

0.12

0

0
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

0.12
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

0
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（第
２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

23
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況 石綿含有廃棄物(がれき類)

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量23 0

項目 実績値

① 排出量 23 0 0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

0

0 0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 23

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

23

0

0
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

23
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

0
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（第
２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

0

0
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

0
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

0
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 53

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

53

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

0

0 0

53 0

項目 実績値

① 排出量 53 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況 石綿含有廃棄物(ガラス・陶磁器くず)

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

（第
２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

0

0
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

0
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

0.077
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 0.077

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

0.077

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

0

0 0

0.077 0

項目 実績値

① 排出量 0.077 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況 石綿含有廃棄物(廃プラスチック類)

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

（第
２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

0

0
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

0
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

0
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 8

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

8

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

0

0 0

8 0

項目 実績値

① 排出量 8 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況 石綿含有廃棄物(混合物)

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

（第
２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

0

0
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0.210

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

0
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

0.210
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 0.210

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

0.210

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

0

0 0

0.210 0

項目 実績値

① 排出量 0.210 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0.210
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況 混合物(水銀使用製品)

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

（第
２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況 廃油

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量0 0

項目 実績値

① 排出量 0 0 0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

0

0 0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 0

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

0

0

0
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

0
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

0
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（第
２
面

）



1

2

3

4

5

6

7

（第３面）

※欄は記入しないこと。

(14) ⑭欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理

業者への焼却処理委託量

(6) ⑥欄　自ら中間処理をした後の量

(7) ⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8) ⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9) ⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(13) ⑬欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

(12) ⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

翌年度の６月30日までに提出すること。

第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実

績値を記入すること。

産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例によ

り産業廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付す

ること。

(11) ⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法

律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量

(4) ④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5) ⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

(3) ③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した

量

(10) ⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

備考

第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)か

ら(14)に掲げる量を記入すること。

(2) ②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計

画に記載した目標値を記入すること。

(1) ①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量



項目

全 処 理 委 託 量

(日本産業規格　Ａ列４番)

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

０ｔ ５t

自ら熱回収を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

※事務処理欄

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物
の 量

０ｔ ０ｔ

様式第二号の九(第八条の四の六関係)
(第１面)

  廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和４年度の産業廃棄物処理計
画の実施状況を報告します。

３，０００t

住所　　豊橋市明海町３３番２２

氏名　　ミナト生コン　株式会社

　　　　代表取締役社長　大野　悦男

目標値

事 業 の 種 類 　窯業・土石製品製造業

目標値

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行う産
業 廃 棄 物 の 量

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

０ｔ ２，９９５ｔ
再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

０ｔ

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和６年　６月　１３日

豊橋市長　殿

事 業 場 の 所 在 地

事 業 場 の 名 称 　ミナト生コン　株式会社

電話番号　　２５-２８６８

　豊橋市明海町３３番２２

　　  提出者

３，０００ｔ

０ｔ

産業廃棄物処理計画に
お け る 計 画 期 間

　令和５年４月１日　～　令和６年３月３１日

項目

排 出 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量



計画の実施状況 　（産業廃棄物の種類：　廃プラ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量
自ら中間処理した後再生利用

した量

②　０ｔ ⑧　０ｔ

排出量
自ら直接埋立処分又は海洋投

入処分した量

①　１４t ③　０ｔ

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑫　３，６３０ｔ
項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量

（
第

２
面

）

①排出量 １４ｔ ④　０ｔ ⑥　０ｔ ⑨　０ｔ

②＋⑧自ら再生利用を行った量 ０ｔ
⑩のうち熱回収認定業者への

処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 ０ｔ ④のうち熱回収を行った量
自ら中間処理により減量した

量
直接及び自ら中間処理した後

の処理委託量

⑬　０ｔ

⑦自ら中間処理により減量した量 ０ｔ ⑤　０ｔ ⑦　０ｔ

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

　　０ｔ　　

⑩　１４ｔ
⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量
⑩全処理委託量 １４ｔ

⑪優良認定処理業者への処理委託量 １４ｔ ⑭　０ｔ

⑫再生利用業者への処理委託量 ０ｔ

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量 ０ｔ

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量

０ｔ ⑪　１４ｔ



⑭　０ｔ

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

⑫　３，６３０ｔ

⑩　３，６３０ｔ

⑦　０ｔ

自ら中間処理により減量した
量

⑤　０ｔ

自ら中間処理した量

自ら中間処理した後再生利用
した量

（
第

２
面

）

⑩のうち熱回収認定業者への
処理委託量

⑬　０ｔ

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑧　０ｔ

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑨　０ｔ

直接及び自ら中間処理した後
の処理委託量

⑪　０ｔ
⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量

０ｔ

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

３，６３０ｔ

０ｔ

②＋⑧自ら再生利用を行った量

不要物等発生量

②　０ｔ

自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

③　０ｔ

④のうち熱回収を行った量

①　３，６３０ｔ

３，６３０ｔ

０ｔ

実績値

３，６３０ｔ

０ｔ

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減量した量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

⑩全処理委託量

　　０ｔ　　

⑪優良認定処理業者への処理委託量

０ｔ

０ｔ

計画の実施状況

自ら中間処理した後の残さ量

⑥　０ｔ④　０ｔ

項目

①排出量

　（産業廃棄物の種類：　ガラス・コンクリート・陶磁器くず）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

有償物量

排出量

自ら直接再生利用した量



1

2

3

4

5

6

7 ※欄は記入しないこと。

(14) ⑭欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業

者への焼却処理委託量

(6) ⑥欄　自ら中間処理をした後の量

(7) ⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8) ⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9) ⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10) ⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

（第３面）

(13) ⑬欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する

法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

(12) ⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

翌年度の６月30日までに提出すること。

「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画

に記載した目標値を記入すること。

(1) ①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(4) ④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5) ⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

(3) ③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

備考

第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)か

ら(14)に掲げる量を記入すること。

(2) ②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績

値を記入すること。
産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により
産業廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付するこ
と。

(11) ⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律

施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量



項目

全 処 理 委 託 量

(日本工業規格　Ａ列４番)

　　  提出者

2576.6

ｔ

産業廃棄物処理計画に
お け る 計 画 期 間

令和6年4月1日～令和7年3月31日

産業廃棄物処理計画における目標値

項目

排 出 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

　　令和6年　　6月　　1日

豊橋市長　殿

事 業 場 の 所 在 地

事 業 場 の 名 称 白井畜産

電話番号　　0532-23-1086

愛知県豊橋市西赤沢町堂田387-2

事 業 の 種 類 01　農業

目標値

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行う産
業 廃 棄 物 の 量

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ
再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

ｔ

様式第二号の九(第八条の四の六関係)
(第１面)

  廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、平成30年度の産業廃棄物処理計
画の実施状況を報告します。

1t

住所　　愛知県豊橋市西赤沢町郷ノ内160-1

氏名　白井保夫

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

目標値

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

2573.6 ｔ

自ら熱回収を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

※事務処理欄

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物
の 量

ｔ ｔ



計画の実施状況 　（産業廃棄物の種類：家畜の糞尿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量
自ら中間処理した後再生利用

した量

②　2573.6 ⑧　0

排出量
自ら直接埋立処分又は海洋投

入処分した量

①　2573.6 ③　0

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑫　0

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量

（
第

２
面

）

①排出量 2573.6

④　0 ⑥　0 ⑨　0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 2573.6
⑩のうち熱回収認定業者への

処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0 ④のうち熱回収を行った量
自ら中間処理により減量した

量
直接及び自ら中間処理した後

の処理委託量

⑬　0

⑦自ら中間処理により減量した量 0

⑤　0 ⑦　0

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

0

⑩　0

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量
⑩全処理委託量 0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 0

⑭　0

⑫再生利用業者への処理委託量 0

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量

0

⑪　0



計画の実施状況

自ら中間処理した後の残さ量

⑥　0④　0

項目

①排出量

　（産業廃棄物の種類：動物の死体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

有償物量

排出量

自ら直接再生利用した量

1

0

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減量した量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

⑩全処理委託量

0

⑪優良認定処理業者への処理委託量

0

0

②＋⑧自ら再生利用を行った量

不要物等発生量
②　0

自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

③　0

④のうち熱回収を行った量

①　1

1

0

実績値

⑪　1

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量

0

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

0

0

自ら中間処理した後再生利用
した量

（
第

２
面

）

⑩のうち熱回収認定業者への
処理委託量

⑬　0

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑧　0

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑨　0

直接及び自ら中間処理した後
の処理委託量

⑭　0

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

⑫　0

⑩　1

⑦　0

自ら中間処理により減量した
量

⑤　0

自ら中間処理した量



1

2

3

4

5

6

7

（第３面）

(13) ⑬欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する

法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

(12) ⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

翌年度の６月30日までに提出すること。

「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画

に記載した目標値を記入すること。

(1) ①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

備考

第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)か

ら(14)に掲げる量を記入すること。

(2) ②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(4) ④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5) ⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

(3) ③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

※欄は記入しないこと。

(14) ⑭欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業

者への焼却処理委託量

(6) ⑥欄　自ら中間処理をした後の量

(7) ⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8) ⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9) ⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10) ⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績

値を記入すること。
産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により
産業廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付するこ
と。

(11) ⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律

施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量



項目

全 処 理 委 託 量

(日本工業規格　Ａ列４番)

様式第二号の九(第八条の四の六関係)
(第１面)

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和6年6月15日

豊橋市長　殿

　　  提出者

住所　豊橋市明海町16番地の1

氏名　㈱東三河食肉流通センター
　　　代表取締役専務　永田　正幸

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号　0532（23）2600

  廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和4年度の産業廃棄物処理計画
の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 　㈱東三河食肉流通センター

事 業 場 の 所 在 地 　豊橋市明海町16番地の1

事 業 の 種 類 　 その他の製造業（E32）

産業廃棄物処理計画に
お け る 計 画 期 間

　令和5年4月1日～令和6年3月31日

産業廃棄物処理計画における目標値

項目 目標値 目標値

排 出 量 19,291.3ｔ 2,841.3ｔ

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ
優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

350ｔ

自ら熱回収を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ
再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

1051ｔ

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物
の 量

16,500ｔ
認定熱回収業者への処
理 委 託 量

0ｔ

自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行う産
業 廃 棄 物 の 量

0ｔ
認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0ｔ

※事務処理欄



計画の実施状況 　（産業廃棄物の種類：　汚泥 )　　　　　　　

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量
自ら中間処理した後再生利用

した量

② 0 ⑧ 0

排出量
自ら直接埋立処分又は海洋投

入処分した量

①　17,853 ③ 0

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑫　1,040

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量

（
第

２
面

）

①排出量 17,853

④　17,853 ⑥　1,040 ⑨ 0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0
⑩のうち熱回収認定業者への

処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0 ④のうち熱回収を行った量
自ら中間処理により減量した

量
直接及び自ら中間処理した後

の処理委託量

⑬ 0

⑦自ら中間処理により減量した量 16,813

⑤ 0 ⑦　16,813

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

0

⑩　1,040

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量
⑩全処理委託量 1,040

⑪優良認定処理業者への処理委託量 890

⑭ 0

⑫再生利用業者への処理委託量 1,040

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量

0

⑪ 890



計画の実施状況 　（産業廃棄物の種類：動物系固形不要物　)　　

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量
自ら中間処理した後再生利用

した量

② 0 ⑧ 0

排出量
自ら直接埋立処分又は海洋投

入処分した量

①　1,671 ③ 0

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑫ 0

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量

（
第

２
面

）

①排出量 1,671

④　0 ⑥　0 ⑨ 0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0
⑩のうち熱回収認定業者への

処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0 ④のうち熱回収を行った量
自ら中間処理により減量した

量
直接及び自ら中間処理した後

の処理委託量

⑬ 0

⑦自ら中間処理により減量した量 0

⑤ 0 ⑦　0

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

0

⑩　1,671

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量
⑩全処理委託量 1,671

⑪優良認定処理業者への処理委託量 0

⑭ 0

⑫再生利用業者への処理委託量 0

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量

0

⑪ 0



計画の実施状況 　（産業廃棄物の種類：廃プラスチック類　)　　　　

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量
自ら中間処理した後再生利用

した量

② 0 ⑧ 0

排出量
自ら直接埋立処分又は海洋投

入処分した量

①　2.5 ③ 0

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

⑫ 0

項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量

（
第

２
面

）

①排出量 2.5

④ 0 ⑥ 0 ⑨ 0

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0
⑩のうち熱回収認定業者への

処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0 ④のうち熱回収を行った量
自ら中間処理により減量した

量
直接及び自ら中間処理した後

の処理委託量

⑬ 0

⑦自ら中間処理により減量した量 0

⑤ 0 ⑦ 0

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

0

⑩　2.5

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量
⑩全処理委託量 2.5

⑪優良認定処理業者への処理委託量 2.5

⑭ 0

⑫再生利用業者への処理委託量 0

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量

0

⑪ 0



1

2

3

4

5

6

7

産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例によ
り産業廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付す
ること。

(11) ⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法

律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量

(4) ④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5) ⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

(3) ③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した
量

※欄は記入しないこと。

(14) ⑭欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理

業者への焼却処理委託量

(6) ⑥欄　自ら中間処理をした後の量

(7) ⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8) ⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(10) ⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

(13) ⑬欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

(12) ⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実

績値を記入すること。

備考

第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)か

ら(14)に掲げる量を記入すること。

(2) ②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

（第３面）

翌年度の６月30日までに提出すること。

「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計

画に記載した目標値を記入すること。

(1) ①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(9) ⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量



　　　　　　代表取締役　　藤城匡昭

項目

全 処 理 委 託 量

(日本工業規格　Ａ列４番)

ｔ 0t

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

2700 t

産業廃棄物処理計画における目標値

2700 t

目標値

2520 t
再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ ｔ

自ら熱回収を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

※事務処理欄

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物
の 量

自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行う産
業 廃 棄 物 の 量

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ

目標値

様式第二号の九(第八条の四の六関係)
(第１面)

06:総合建設業

産業廃棄物処理計画に
お け る 計 画 期 間

令和5年4月1日～令和6年3月31日

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

豊橋市立花町26番地2

　　  提出者

令和　6年　6月　1日

豊橋市長　殿

住所　　　豊橋市立花町26番地2　　　　　　　

氏名　　　　　　藤城建設株式会社

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号　　0532-31-4131

ｔ 0t

  廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和5年度の産業廃棄物処理計画
の実施状況を報告します。

項目

排 出 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

事 業 の 種 類

事 業 場 の 所 在 地

事 業 場 の 名 称 藤城建設株式会社



項目

全 処 理 委 託 量

(日本産業規格　Ａ列４番)

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物
の 量

226ｔ 0ｔ

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

1007ｔ 69ｔ

自ら熱回収を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ

電話番号　0532-48-3718

0ｔ
再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

0ｔ

※事務処理欄

様式第二号の九(第八条の四の六関係)
(第１面)

  廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和5年度の産業廃棄物処理計画
の実施状況を報告します。

項目

排 出 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

1410ｔ

0ｔ
認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

目標値

177ｔ

産業廃棄物処理計画に
お け る 計 画 期 間

令和5年4月1日～令和6年3月31日

自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行う産
業 廃 棄 物 の 量

事 業 場 の 名 称 株式会社ＭＡＲＵＫＯ

事 業 場 の 所 在 地 愛知県豊橋市神ノ輪町20-2

目標値

産業廃棄物処理計画における目標値

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和6年6月17日

豊橋市長　殿

　　  提出者

事 業 の 種 類 07：職別工事業

住所　豊橋市神ノ輪町20-2

氏名　株式会社ＭＡＲＵＫＯ
　　　代表取締役　鈴木　真理子

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

計画の実施状況 廃プラ

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0.00t 91.28t
不要物等発生量

99.03t

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量215.09t 0.00t

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0.00t
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0.00t

⑤ 自ら熱回収を行った量 0.00t

項目 実績値

① 排出量 215.09t 137.74t

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.00t

⑩ 全処理委託量 85.09t

0.00t ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

91.28t
④のうち熱回収

を行った量

0.00t 38.72t
⑦ 自ら中間処理により減
量した量

38.72t

85.09t

0.00t

0.00t
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0.00t

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

0.00t ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0.00t

0.00t
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（
第

２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

計画の実施状況 紙くず

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0.00t 0.48t
不要物等発生量

0.48t

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量65.28t 0.00t

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0.00t
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0.00t

⑤ 自ら熱回収を行った量 0.00t

項目 実績値

① 排出量 65.28t 0.48t

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.00t

⑩ 全処理委託量 64.80t

0.00t ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0.48t
④のうち熱回収

を行った量

0.00t 0.00t
⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0.00t

64.80t

0.00t

0.00t
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0.00t

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

0.00t ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0.00t

0.00t
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（
第

２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

計画の実施状況 木くず

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0.00t 105.19t
不要物等発生量

126.52t

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量350.15t 0.00t

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0.00t
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0.00t

⑤ 自ら熱回収を行った量 0.00t

項目 実績値

① 排出量 350.15t 233.15t

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.00t

⑩ 全処理委託量 138.33t

0.00t ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

105.19t
④のうち熱回収

を行った量

0.00t 106.64t
⑦ 自ら中間処理により減
量した量

106.64t

138.33t

0.00t

0.00t
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0.00t

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

0.00t ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0.00t

0.00t
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（
第

２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

計画の実施状況 繊維くず

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0.00t 0.00t
不要物等発生量

0.00t

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量47.00t 0.00t

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0.00t
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0.00t

⑤ 自ら熱回収を行った量 0.00t

項目 実績値

① 排出量 47.00t 0.00t

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.00t

⑩ 全処理委託量 47.00t

0.00t ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0.00t
④のうち熱回収

を行った量

0.00t 0.00t
⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0.00t

47.00t

0.00t

0.00t
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0.00t

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

0.00t
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0.00t

0.00t
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（第
２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

計画の実施状況 ガラス・陶磁器くず

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0.00t 66.20t
不要物等発生量

66.20t

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量520.20t 0.00t

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0.00t
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0.00t

⑤ 自ら熱回収を行った量 0.00t

項目 実績値

① 排出量 520.20t 66.20t

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.00t

⑩ 全処理委託量 454.00t

0.00t ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

66.20t
④のうち熱回収

を行った量

0.00t 0.00t
⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0.00t

454.00t

0.00t

0.00t
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

11.00t

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

0.00t ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0.00t

11.00t
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（
第

２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

計画の実施状況 がれき類

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0.00t 6030.33t
不要物等発生量

6031.33t

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量7569.61t 0.00t

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0.00t
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0.00t

⑤ 自ら熱回収を行った量 0.00t

項目 実績値

① 排出量 7569.61t 6036.32t

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.00t

⑩ 全処理委託量 1534.29t

0.00t ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

6030.33t
④のうち熱回収

を行った量

0.00t 4.99t
⑦ 自ら中間処理により減
量した量

4.99t

1534.29t

0.00t

0.00t
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

44.84t

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

0.00t ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0.00t

44.84t
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（
第

２
面

）



1

2

3

4

5

6

7

備考

第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)か

ら(14)に掲げる量を記入すること。

(2) ②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画

に記載した目標値を記入すること。

(1) ①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績

値を記入すること。

産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により

産業廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付するこ

と。

(11) ⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律

施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量

(4) ④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5) ⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

(3) ③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(10) ⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

（第３面）

※欄は記入しないこと。

(14) ⑭欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業

者への焼却処理委託量

(6) ⑥欄　自ら中間処理をした後の量

(7) ⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8) ⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9) ⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(13) ⑬欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する

法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

(12) ⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

翌年度の６月30日までに提出すること。



項目

全 処 理 委 託 量

(日本産業規格　Ａ列４番)

230ｔ

目標値

671ｔ

電話番号　０５６６－２５－５５１１

441ｔ
再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

0ｔ

0ｔ

目標値

産業廃棄物処理計画における目標値

事 業 の 種 類   ３１：輸送用機械器具製造業

産業廃棄物処理計画に
お け る 計 画 期 間

  令和５年４月１日～令和６年３月３１日

0ｔ

様式第二号の九(第八条の四の六関係)
(第１面)

  廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和４年度の産業廃棄物処理計画
の実施状況を報告します。

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

3,866ｔ

※事務処理欄

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物
の 量

3,195ｔ

項目

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら熱回収を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行う産
業 廃 棄 物 の 量

0ｔ 477ｔ

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和　6年　６月　日

豊橋市長　殿

　　  提出者

事 業 場 の 名 称 　株式会社デンソー　豊橋製作所

事 業 場 の 所 在 地 　愛知県豊橋市明海町３－２３

住所　愛知県刈谷市昭和町１丁目１番地

名称　株式会社デンソー

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

代表者   代表取締役社長　　林　新之助

排 出 量



（産業廃棄物の種類 ：汚泥 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

計画の実施状況

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

123.86

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量2631.07 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

150.55
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

14.39

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量

0 2466.13

項目 実績値

① 排出量 2,631.07 2589.99

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 164.94

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

2,466.13

164.94

0

0
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

164.94

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

150.55
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
14.39

164.94
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（第
２
面

）



（産業廃棄物の種類 ：廃油 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

0

0
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

154.72

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

71.27
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
118.21

154.72
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 189.48

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

189.48

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

118.21

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

0

0 0

189.48 0

項目 実績値

① 排出量 189.48 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

71.27
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

（第
２
面

）



（産業廃棄物の種類 ：廃アルカリ ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

0

0
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

10.10

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

0
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
10.10

10.10
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 10.10

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

10.10

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

10.10

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

0

0 0

10.10 0

項目 実績値

① 排出量 10.10 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

（第
２
面

）



）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

0

0
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

152.73

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

63.82
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
88.91

152.73
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 152.73

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

152.73

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

88.91

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

0

0 0

152.73 0

項目 実績値

① 排出量 152.73 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

63.82
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

（産業廃棄物の種類 ：廃プラスチック

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

（第
２
面

）



（産業廃棄物の種類 ：金属くず ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

0

0
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

2.38

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

197.94
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
1.37

2.38
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 199.31

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

199.31

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

1.37

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

0

0 0

199.31 0

項目 実績値

① 排出量 199.31 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

197.94
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

（第
２
面

）



）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

0

0
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

3.06
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

0
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 3.06

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

3.06

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

0

0 0

3.06 0

項目 実績値

① 排出量 3.06 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

3.06
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

（産業廃棄物の種類 ：ガラス・陶磁器くず

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

（第
２
面

）



（産業廃棄物の種類 ：木くず ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

0

0
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

12.53
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

0
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 12.53

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

12.53

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

0

0 0

12.53 0

項目 実績値

① 排出量 12.53 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

12.53
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

（第
２
面

）



1

2

3

4

5

6

7

(3) ③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

備考

第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)か

ら(14)に掲げる量を記入すること。

(2) ②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画

に記載した目標値を記入すること。

(1) ①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(10) ⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

（第３面）

※欄は記入しないこと。

(14) ⑭欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業

者への焼却処理委託量

(6) ⑥欄　自ら中間処理をした後の量

(7) ⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8) ⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9) ⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(13) ⑬欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する

法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

(12) ⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

翌年度の６月30日までに提出すること。

第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績

値を記入すること。

産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により

産業廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付するこ

と。

(11) ⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律

施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量

(4) ④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5) ⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量



項目

全 処 理 委 託 量

(日本産業規格　Ａ列４番)

2213 t

事 業 場 の 所 在 地 新城市大海字中貝津16-6

目標値

産業廃棄物処理計画における目標値

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

2213 t

令和4年4月1日　～　令和5年3月31日
産業廃棄物処理計画に
お け る 計 画 期 間

2213 t

事 業 の 種 類 06：総合工事業

住所　愛知県新城市大海字中貝津16-6

氏名　三州建設株式会社　代表取締役　竹内光
男

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

事 業 場 の 名 称 三州建設株式会社

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行
う産業廃棄物の量

自ら中間処理によ
り減量する産業廃
棄 物 の 量

0ｔ

目標値

様式第二号の九(第八条の四の六関係)
(第１面)

  廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和  年度の産業廃棄物処理計
画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和5年6月30日

豊橋市長　殿

電話番号　　0536-25-0062

　　  提出者

ｔ

自ら再生利用を行
う産業廃棄物の量

0ｔ 0 t

自ら熱回収を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ

ｔ
認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

0ｔ

※事務処理欄

項目

排 出 量



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

0

⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

111
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 111

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

111

項目 実績値

① 排出量 111

自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量111

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

111
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

計画の実施状況 木くず

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

不要物等発生量

（第
２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0

⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

1,929
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 1,929

1929

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

項目 実績値

① 排出量 1,929

自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量1,929

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

1,929
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

計画の実施状況 がれき類

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

不要物等発生量

（第
２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0

⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

1
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 1

1

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

項目 実績値

① 排出量 1

自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量1

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

1
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

計画の実施状況 繊維くず

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

不要物等発生量

（第
２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0

⑪ 優良認定処理業者への処
理委託量

0

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 0

0

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

項目 実績値

① 排出量 0

自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

計画の実施状況 廃石膏ボード

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

不要物等発生量

（
第

２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

0

⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

0
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 0

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

0

項目 実績値

① 排出量 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況 ガラス陶磁器くず

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

不要物等発生量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

（第
２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0

⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

172
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 172

172

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

項目 実績値

① 排出量 172

自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量172

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

172
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

計画の実施状況 廃プラスチック類

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

不要物等発生量

（第
２
面

）



1

2

3

4

5

6

7

(10) ⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

（第３面）

※欄は記入しないこと。

(14) ⑭欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業

者への焼却処理委託量

(6) ⑥欄　自ら中間処理をした後の量

(7) ⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8) ⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9) ⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(13) ⑬欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する

法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

(12) ⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

翌年度の６月30日までに提出すること。

第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績

値を記入すること。

産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により

産業廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付するこ

と。

(11) ⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律

施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量

(4) ④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5) ⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

(3) ③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

備考

第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)か

ら(14)に掲げる量を記入すること。

(2) ②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画

に記載した目標値を記入すること。

(1) ①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量



項目

全 処 理 委 託 量

(日本工業規格　Ａ列４番)

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ １５５０ｔ

自ら熱回収を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

※事務処理欄

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物
の 量

ｔ ｔ

様式第二号の九(第八条の四の六関係)
(第１面)

  廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和３年度の産業廃棄物処理計
画の実施状況を報告します。

１５５０ｔ

住所  豊橋市飯村町字高山１５９番地３

氏名  豊立工業株式会社
      代表取締役  伊藤 淳

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

目標値

事 業 の 種 類   ０６：総合工事業

目標値

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行う産
業 廃 棄 物 の 量

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ １５５０ｔ
再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

ｔ

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 ６ 年 ６ 月  日

豊橋市長　殿

事 業 場 の 所 在 地

事 業 場 の 名 称   豊立工業株式会社

電話番号  0532-62-2276

  豊橋市飯村町字高山１５９番地３

　　  提出者

１５５０ｔ

ｔ

産業廃棄物処理計画に
お け る 計 画 期 間

  令和５年４月１日～令和６年３月３１日

産業廃棄物処理計画における目標値

項目

排 出 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量



② ⑧

0 0

① ③

137.56 0

⑫

137.56

④

0

⑥

0

⑨

0

⑬

0

⑤

0

⑦

0

⑩

137.56

⑭

0

⑪

0

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理により減量した
量

自ら中間処理した後再生利用
した量

（
第

２
面

）

⑩のうち熱回収認定業者への
処理委託量

⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量

直接及び自ら中間処理した後
の処理委託量

自ら中間処理した量

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量

0

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

137.56

0

137.56

0

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減量した量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

⑩全処理委託量

0

⑪優良認定処理業者への処理委託量

0

0

実績値

0

②＋⑧自ら再生利用を行った量

計画の実施状況

④のうち熱回収を行った量

自ら中間処理した後の残さ量項目

①排出量

　（産業廃棄物の種類：汚泥）

有償物量

排出量

自ら直接再生利用した量

不要物等発生量

自ら直接埋立処分又は海洋投
入処分した量

137.56



② ⑧

0 0

① ③

6.08 0

⑫

0

④

0

⑥

0

⑨

0

⑬

0

⑤

0

⑦

0

⑩

6.08

⑭

0

⑪

0
⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量

0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 0

⑫再生利用業者への処理委託量 0

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

0
⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量
⑩全処理委託量 6.08

⑤自ら熱回収を行った量 0 ④のうち熱回収を行った量
自ら中間処理により減量した

量
直接及び自ら中間処理した後

の処理委託量

⑦自ら中間処理により減量した量 0

（
第

２
面

）

①排出量 6.08

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0
⑩のうち熱回収認定業者への

処理委託量

排出量
自ら直接埋立処分又は海洋投

入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量

計画の実施状況 　（産業廃棄物の種類：廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量
自ら中間処理した後再生利用

した量



② ⑧

0 0

① ③

32.19 0

⑫

32.19

④

0

⑥

0

⑨

0

⑬

0

⑤

0

⑦

0

⑩

32.19

⑭

0

⑪

3.6
⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量

0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 3.6

⑫再生利用業者への処理委託量 32.19

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

0
⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量
⑩全処理委託量 32.19

⑤自ら熱回収を行った量 0 ④のうち熱回収を行った量
自ら中間処理により減量した

量
直接及び自ら中間処理した後

の処理委託量

⑦自ら中間処理により減量した量 0

（
第

２
面

）

①排出量 32.19

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0
⑩のうち熱回収認定業者への

処理委託量

排出量
自ら直接埋立処分又は海洋投

入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量

計画の実施状況 　（産業廃棄物の種類：木くず）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量
自ら中間処理した後再生利用

した量



② ⑧

0 0

① ③

6.32 0

⑫

5.32

④

0

⑥

0

⑨

0

⑬

0

⑤

0

⑦

0

⑩

6.32

⑭

0

⑪

0
⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量

0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 0

⑫再生利用業者への処理委託量 5.32

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

0
⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量
⑩全処理委託量 6.32

⑤自ら熱回収を行った量 0 ④のうち熱回収を行った量
自ら中間処理により減量した

量
直接及び自ら中間処理した後

の処理委託量

⑦自ら中間処理により減量した量 0

（
第

２
面

）

①排出量 6.32

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0
⑩のうち熱回収認定業者への

処理委託量

排出量
自ら直接埋立処分又は海洋投

入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量

計画の実施状況 　（産業廃棄物の種類：ｶﾞﾗｽ・陶磁器くず）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量
自ら中間処理した後再生利用

した量



② ⑧

0 0

① ③

0

⑫

193.66

④

0

⑥

0

⑨

0

⑬

0

⑤

0

⑦

0

⑩

⑭

0

⑪

0
⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量

0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 0

⑫再生利用業者への処理委託量 193.66

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

0
⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量
⑩全処理委託量 193.66

193.66

⑤自ら熱回収を行った量 0 ④のうち熱回収を行った量
自ら中間処理により減量した

量
直接及び自ら中間処理した後

の処理委託量

⑦自ら中間処理により減量した量 0

（
第

２
面

）

①排出量 193.66

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0
⑩のうち熱回収認定業者への

処理委託量

排出量
自ら直接埋立処分又は海洋投

入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量

193.66

計画の実施状況 　（産業廃棄物の種類：がれき類 ｱｽﾌｧﾙﾄ塊）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量
自ら中間処理した後再生利用

した量



② ⑧

0 0

① ③

0

⑫

56.97

④

0

⑥

0

⑨

0

⑬

0

⑤

0

⑦

0

⑩

⑭

0

⑪

0
⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量

0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 0

⑫再生利用業者への処理委託量 56.97

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

0
⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量
⑩全処理委託量 56.97

56.97

⑤自ら熱回収を行った量 0 ④のうち熱回収を行った量
自ら中間処理により減量した

量
直接及び自ら中間処理した後

の処理委託量

⑦自ら中間処理により減量した量 0

（
第

２
面

）

①排出量 56.97

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0
⑩のうち熱回収認定業者への

処理委託量

排出量
自ら直接埋立処分又は海洋投

入処分した量

⑩のうち再生利用業者への処
理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量

56.97

計画の実施状況 　（産業廃棄物の種類：がれき類 ｺﾝｸﾘｰﾄ塊）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量
自ら中間処理した後再生利用

した量



② ⑧

0 0

① ③

0

⑫

0.00

④

0

⑥

0

⑨

0

⑬

0

⑤

0

⑦

0

⑩

⑭

0

⑪

3.39

計画の実施状況 　（産業廃棄物の種類：混合物）

有償物量

不要物等発生量

自ら直接再生利用した量
自ら中間処理した後再生利用

した量

排出量
自ら直接埋立処分又は海洋投

入処分した量

3.39
⑩のうち再生利用業者への処

理委託量

自ら中間処理した後自ら埋立
処分又は海洋投入処分した量項目 実績値 自ら中間処理した量 自ら中間処理した後の残さ量

（
第

２
面

）

①排出量 3.39

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0
⑩のうち熱回収認定業者への

処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0 ④のうち熱回収を行った量
自ら中間処理により減量した

量
直接及び自ら中間処理した後

の処理委託量

⑦自ら中間処理により減量した量 0

⑩のうち優良認定処理業者へ
の処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量 0

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入処
分を行った量

0
⑩のうち熱回収認定業者以外
の熱回収を行う業者への処理

委託量
⑩全処理委託量 3.39

3.39

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を行
う業者への処理委託量

0

⑪優良認定処理業者への処理委託量 3.39

⑫再生利用業者への処理委託量 0



1

2

3

4

  廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、平成３1年・令和元年度の産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します

5

6

7 ※欄は記入しないこと。

(14) ⑭欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理

業者への焼却処理委託量

(6) ⑥欄　自ら中間処理をした後の量

(7) ⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8) ⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9) ⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10) ⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

（第３面）

(13) ⑬欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

(12) ⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

翌年度の６月30日までに提出すること。

「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計

画に記載した目標値を記入すること。

(1) ①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(4) ④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5) ⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

(3) ③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した
量

備考

第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)か

ら(14)に掲げる量を記入すること。

(2) ②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実

績値を記入すること。
産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例によ
り産業廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付す
ること。

(11) ⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法

律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量



　　事業所長　井田　太

項目

全 処 理 委 託 量

(日本産業規格　Ａ列４番)

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物
の 量

0ｔ 172ｔ

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ 7,100ｔ

自ら熱回収を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ

電話番号　　０５３２-４１-１１２１

7,798ｔ
再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

0ｔ

※事務処理欄

様式第二号の九(第八条の四の六関係)
(第１面)

  廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、　　　年度の産業廃棄物処理計画
の実施状況を報告します。

項目

排 出 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

8,472

502ｔ
認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

目標値

8,472ｔ

産業廃棄物処理計画に
お け る 計 画 期 間

令和５年４月１日～令和６年３月３１日

自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行う産
業 廃 棄 物 の 量

事 業 場 の 名 称 日東電工株式会社　豊橋事業所

事 業 場 の 所 在 地 愛知県豊橋市中原町字平山１８番地

目標値

産業廃棄物処理計画における目標値

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和　6　　年　6　月 18日

豊橋市長　殿

　　  提出者

事 業 の 種 類 Ｅ‐３２　その他の製造業

住所　愛知県豊橋市中原町字平山１８番地

氏名　　日東電工株式会社　豊橋事業所

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

計画の実施状況 廃プラスチック類

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

0

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量7,186 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

6,706
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

項目 実績値

① 排出量 7,186 0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 7,186

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量

0 0
⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

7,186

480

480
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

5,994

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

6,706 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

5,994
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（
第

２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

計画の実施状況 汚泥

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

0

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量134 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

134
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

項目 実績値

① 排出量 134 0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 134

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量

0 0
⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

134

0

0
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

84

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

134 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

84
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（
第

２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

0
⑪ 優良認定処理業者への処
理委託量

9

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

1 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
8

9
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0 0
⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

9

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 9

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

8

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

項目 実績値

① 排出量 9 0 0

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量9 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

1
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況 ガラス屑・コンクリート屑及び陶磁器くず

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

（
第

２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

0
⑪ 優良認定処理業者への処
理委託量

158

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

158 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

158
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0 0
⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

158

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 158

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

項目 実績値

① 排出量 158 0 0

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量158 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

158
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況 木くず

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

（
第

２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

0.4
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

0.5

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0.1

0.5
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0 0
⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

0.5

0.4

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 0.5

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0.1

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

項目 実績値

① 排出量 0.5 0 0

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量0.5 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況 廃アルカリ

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

（
第

２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

0
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

2

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
2

2
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0 0
⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

2

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 2

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

2

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

項目 実績値

① 排出量 2 0 0

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量2 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況 廃酸

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

（
第

２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

計画の実施状況 廃油

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

0

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量179 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

132

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

項目 実績値

① 排出量 179 0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 179

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量

0 0
⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

179

46

46
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

179

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
132

179
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（
第

２
面

）



（産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

 ⑩

⑭

⑪

計画の実施状況 金属くず

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後
　再生利用した量

有 償 物 量

0 0
不要物等発生量

0

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量3 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

3
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

0

⑤ 自ら熱回収を行った量 0

項目 実績値

① 排出量 3 0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩ 全処理委託量 3

0 ⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

0
④のうち熱回収

を行った量

0 0
⑦ 自ら中間処理により減
量した量

0

3

0

0
⑪ 優良認定処理業者への
処理委託量

3

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

3 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
0

3
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

（
第

２
面

）



1

2

3

4

5

6

7

備考

第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)か

ら(14)に掲げる量を記入すること。

(2) ②欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画

に記載した目標値を記入すること。

(1) ①欄　当該事業場において生じた産業廃棄物の量

第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績

値を記入すること。

産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により

産業廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付するこ

と。

(11) ⑪欄　(10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律

施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量

(4) ④欄　(1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5) ⑤欄　(4)の量のうち、熱回収を行った量

(3) ③欄　(1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(10) ⑩欄　中間処理及び最終処分を委託した量

（第３面）

※欄は記入しないこと。

(14) ⑭欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業

者への焼却処理委託量

(6) ⑥欄　自ら中間処理をした後の量

(7) ⑦欄　(4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8) ⑧欄　(6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9) ⑨欄　(6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(13) ⑬欄　(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する

法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

(12) ⑫欄　(10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

翌年度の６月30日までに提出すること。


